
政

令

国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

延

べ

面

積

有
料
宿
舎
の
所
在
地
の
区
分

一
級
地

二
級
地

三
級
地

四
級
地

そ
の
他
の
地
域

五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満

六
百
九
十
六
円
四
百
九
十
八
円
四
百
四
十
七
円

四
百
十
四
円
三
百
九
十
二
円

五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満

八
百
七
十
円
六
百
二
十
二
円
五
百
五
十
九
円

五
百
十
八
円

四
百
九
十
円

七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

千
三
百
五
円

八
百
九
円
六
百
七
十
一
円
六
百
二
十
二
円
五
百
八
十
八
円

八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

千
五
百
六
十
六

円

九
百
九
十
五
円
八
百
三
十
九
円
七
百
七
十
七
円
七
百
三
十
五
円

百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

千
八
百
二
十
七

円

千
二
百
十
三
円

千
六
円
九
百
三
十
二
円
八
百
八
十
二
円

第
十
四
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

自
動
車
の
保
管
場
所

有
料
宿
舎
の
所
在
地
の
区
分

一
級
地

二
級
地

三
級
地

四
級
地

そ
の
他
の
地
域

自
動
車
の
保
管
場
所
の
敷

地
の
地
面
に
一
定
の
区
画

を
限
つ
て
設
置
す
る
も
の
千
二
百
三
十
四

円

五
百
二
十
六
円
三
百
九
十
九
円

三
百
十
六
円
二
百
六
十
二
円

地
下
に
設
置
す
る
も
の
又

は
居
住
の
用
に
供
す
る
建

物
の
一
部
に
設
置
す
る
も

の
（
以
下
こ
の
表
に
お
い

て
「
地
下
駐
車
場
等
」
と

い
う
。）

二
千
五
十
円
千
三
百
四
十
二

円

千
二
百
十
五
円
千
百
三
十
二
円

千
七
十
八
円
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４

施
行
期
日
等

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

こ
の
政
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
年
法

律
第
六
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
三
〇
年
四
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。）に
納
め
る
医
療
機
器
及
び
体
外
診

断
用
医
薬
品
の
製
造
販
売
の
承
認
の
申
請
等
に
係
る
手

数
料
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
三
三
条
第
一

項
、
第
二
項
、
第
四
項
、
第
一
四
項
及
び
第
一
五
項
関

係
）

２

機
構
に
納
め
る
再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
販
売
の
承

認
の
申
請
等
に
係
る
手
数
料
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
た
。（
第
三
五
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
、
第
九

項
及
び
第
一
〇
項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
五
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
を
五
七

万
円
か
ら
六
二
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

２

所
得
の
少
な
い
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
の
算
定
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
、

当
該
保
険
料
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
の
一
〇
分
の

五
を
減
額
し
て
当
該
保
険
料
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け

る
被
保
険
者
数
に
乗
ず
る
金
額
を
二
七
万
円
か
ら
二
七

万
五
、
〇
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
、
当
該
保
険
料
に
係
る

被
保
険
者
均
等
割
額
の
一
〇
分
の
二
を
減
額
し
て
当
該

保
険
料
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
被
保
険
者
数
に
乗

ず
る
金
額
を
四
九
万
円
か
ら
五
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
第
四
項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負

担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
政
令
第
二
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

平
成
三
〇
年
度
及
び
平
成
三
一
年
度
に
お
け
る
後
期

高
齢
者
負
担
率
を
一
〇
〇
分
の
一
一
・
一
八
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
一
条
の
二
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
二
七
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
基
礎
賦
課
額
に
係
る
賦

課
限
度
額
を
五
四
万
円
か
ら
五
八
万
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
九
条
の
七
第
二
項
及
び
附
則
第
四

条
第
二
項
関
係
）

２

低
所
得
者
に
対
し
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別

平
等
割
額
を
減
額
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
額

の
一
〇
分
の
五
を
減
額
し
て
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料

を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
被
保
険
者
数
に
乗
ず
る
金

額
を
二
七
万
円
か
ら
二
七
万
五
、
〇
〇
〇
円
に
引
き
上

げ
、
こ
れ
ら
の
額
の
一
〇
分
の
二
を
減
額
し
て
当
該
保

険
料
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
被
保
険
者
数
に
乗
ず

る
金
額
を
四
九
万
円
か
ら
五
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。（
第
二
九
条
の
七
第
五
項
関
係
）

３

高
額
療
養
費
制
度
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

に
お
い
て
、
自
己
負
担
限
度
額
が
低
く
設
定
さ
れ
る
低

所
得
世
帯
の
判
定
基
準
の
う
ち
、
倒
産
、
雇
止
め
等
に

よ
り
非
自
発
的
な
離
職
を
し
た
特
例
対
象
被
保
険
者
等

の
属
す
る
世
帯
を
対
象
に
設
定
し
て
い
る
判
定
基
準
の

特
例
に
つ
い
て
、
２
に
準
じ
た
所
要
の
改
正
を
行
う
こ

と
と
し
た
。（
第
二
九
条
の
三
第
一
〇
項
及
び
第
二
九
条

の
四
の
三
第
六
項
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
十
六
号

国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
宿
舎
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。
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